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１．はじめに 

北海道に分布する泥炭の改良方法の一つとして、筆者らはこれまで、泥炭中に生息する微生物の代謝活動を

利用した固化改良技術に取り組んできた 1)。その成果の一つとして、泥炭中の微生物のウレアーゼ活性を電気

伝導度の増加量により推定できることがわかった 2)。微生物による改良を検討するとき、微生物のウレアーゼ

活性の程度や持続性が改良効果に影響を与えると考えられる。そこで、時間によるウレアーゼ活性の変化を電

気伝導度により測定した。 

２．調査方法 

微生物の代謝活動を利用した泥炭の固化

改良として、炭酸カルシウム法を対象とし

た。炭酸カルシウム法は、微生物の代謝活

動や尿素の加水分解により発生する二酸化

炭素とカルシウムが反応して炭酸カルシウ

ムを析出させて対象土を固化する方法であ

る 3)。尿素の加水分解程度が時間の経過に

よりどのような変化を示すか、電気伝導度

により評価する方法 4)を参考にして計測し

た。図-1 に尿素加水分解速度の測定手順を

示す。泥炭試料 10g と尿素溶液 40ml と混

合して懸濁状態にした検体の電気伝導度を

時間の経過とともに測定し、その変化量か

ら尿素加水分解速度を計算し、ウレアーゼ

活性の程度を推定するものである。 

用いた泥炭の基本物性値を表-1 に示す。一般土砂と比較し

て、自然含水比が非常に高く土粒子密度が小さい 5)。各泥炭に

ついて、クリステンゼン培地 6)によりウレアーゼ活性を有する

微生物の存在を確認している。 

これらの泥炭について、表-2の配合で尿素等を混合した泥炭

試料を20℃で所定の期間養生した後の電気伝導度とpHを測定

した。養生期間は混合直後、1、3、7、14、21、28日後である。 

尿素はこれまでの泥炭の改良実験と同様に泥炭中に含まれ

る水分量の10%を混合した。なお、微生物の生育環境はpHが6

～7の中性域であるが、泥炭はpHが低い特性があることから、

pHの調整として重曹（炭酸水素ナトリウム）を混合した場合

でも測定した。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-1 尿素加水分解速度の測定手順 

文献 4)の一部を修正簡略化 

1.0mol/L 濃度の尿素溶液を調整する 

泥炭試料 10g と尿素溶液

40mL を混合(試験区) 

純水 10mL と尿素溶液 40mL

を混合(対象区) 

混合直後から 20 分間、1分おきに電気伝導度を測定する 

試験区の電気伝導度変化量から対象区の電気伝導度変化量

を差し引いて菌体混合液由来の電気伝導度増加量を求める

表-1 泥炭の基本物性値 

試料名（採取地） 江別太 富 川 

採取地域 石狩 日高 

含水比 (%) 442.3 139.7

土粒子密度ρs(g/cm3) 1.895 2.206

強熱減量Li(%) 56.7 39.0

pH 4.1 2.5

 

表-2 泥炭試料の配合(1kg あたり) 

試料名（採取地） 江別太 富 川 

水分量(g) 815.6 582.8 

尿素量(g) 81.6 58.3 

重曹量(g) 13.3 0 13.3 0 

キーワード 泥炭、ウレアーゼ活性、電気伝導度 
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３．試験結果 

 尿素溶液混合後の経過時間と電気伝導度の増加量およ

び pH の変化の関係として江別太試料の混合直後の例を

図-2 に示す。電気伝導度は 3 回測定し平均した。時間の

経過とともに pH は小さくなり、この試料では、試験開始

から 5 分程度で 6.5 程度となりその後一定値となった。ま

た、電気伝導度の増加量は時間の経過にともなって大き

くなっており、5 分程度以降ははじめよりも増加割合が小

さくなった。pH が一定値となる時間と電気伝導度の増加

量がほぼ一定となる時間はほぼ同じであった。尿素混合

後の養生時間が異なっている場合および富川試料でも同

じような傾向であった。以上のことから、尿素溶液混合

から 5 分間の尿素加水分解速度を求めることとした。 

 次に、尿素混合後の養生時間と電気伝導度の増加量か

ら計算した尿素加水分解速度との関係を図-3 に示す。電

気伝導度の計測機の能力が 10000µs/cm であるため、これ

を超えた試料については尿素加水分解速度を求めること

ができなかった。養生時間 21 日以降で計測できない場合

が生じた。図より、養生時間が長くなると尿素加水分解

速度は大きくなる傾向にある。江別太、富川いずれの場

合も養生時間が 14日を過ぎる頃から急に尿素加水分解速

度は大きくなっている。尿素を混合しない泥炭は時間が

経過しても電気伝導度は変化しないことを確認している

ので、泥炭中のウレアーゼ活性を有する微生物は、尿素

または尿素と重曹を混合することによりウレアーゼ活性

が高まり、14 日以降で活性がより高まるといえる。 

また、尿素混合後の養生時間と pH の関係を図-4 に示す。

尿素のみを混合した試料では､養生日数が 7日程度までは

pH は 5 から 7 程度である。これ以上養生した試料および

重曹を混合した試料の pH は 8～11 である。 

４．まとめ 

 今回のウレアーゼ活性の変化を測定する試験において、

泥炭の場合、尿素を混合してから 14 日以降でウレアーゼ

活性が高まることがわかった。今後はこの活性の程度と

強度との関係、および活性の持続効果を求めるとともに､

他の泥炭においてもこれらの傾向の有無を確認する予定である。 
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 図-2 尿素溶液混合後の経過時間と電気伝導度

の増加量 
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図-3 尿素混合後の養生時間と尿素加水分解速度
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図-4 尿素混合後の養生時間と pH 
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